













































































































































































































1 気が散りやすい 17.3 9.3
2 話を聞かない 18 12.1
3 音に注意しない 6.4 2.2
4 指示通りに作業できない 12.4 2.8
5 先生が勧告を繰り返す 60.7 7.3
6 集中するのが難しい 9.3 2.1
7 持ち物の整頓ができる 4.4 5.2
8 指図に従わない 13.1 5.7
9 忘れっぽい 2.7 3.8
10 活動をよく変える 4 6.1
11 注意を集中する間が短い 4.2 1.3
12 自立心がない 2.6 2.3





15 手順を忘れる 0.3 1
16 先生に注意されても聞かない 13.8 8.6





19 他の子どもの話のじゃまをする 19.6 9.2
20 衝動的になる 16.5 7
21 すぐにイライラする 36 5.8
22 他の子どもを押しやる 10.4 5.9
23 正しい順番にしない 3.7 1.5
24 他の子どものじゃまをする 19.6 4.6
25 責任をとらない 13.4 3.3
26 事故を起こす 2.3 0.6
27 落ち着きがない 77.3 6.8
＊太字の部分はとくに差が大きいもの
出典：Patrik Grahn, Fredrika Martensson, Bodil Lindblad, Paula Nilsson Anna Ekman “Ute Pa Dagis” 











































































































































































































































































xix Anthony Giddens, The Consequences of Modernity, 1990
xx pp.289-305　秋田喜代美、箕輪潤子、高櫻綾子「保育の質研究の展望と課題」『東京大学大
学院研究紀要　第47巻』2007
xxi スウェーデンの環境心理学者
xxii スタータレンガン保育園
 ウェーデン南部のルンド市外にある野外保育園。ムッレ教育を導入している。自然と生かし
た大きな庭があり、一部は自然の森に近い状態になっている。古い農家の建物を保育舎とし
ている。母屋のほかに、作業小屋、物置小屋、遊び小屋もある。庭では、ニワトリを飼育し、
野菜畑や果樹園もある。
xxiii レーキャッテン保育園：スウェーデンで三番目に大きい都市であるマルメ市内にある近代的
なアパートの一階になる保育園。園庭は、ランドスケープを専門とする建築家がデザインし
たモダンなもの。砂場、ブランコ、滑り台、自転車等の遊具と保管庫がある。遊び場、植木、
芝生、歩道ときちんと整備されている。
xxiv 集中力のテストは、ADDES（by MaCarney）による。p.77岡部翠編『幼児のための環境教育
―スウェーデンからの贈物　森のムッレ教室』新評論、2007
xxv 岡部翠編『幼児のための環境教育―スウェーデンからの贈物　森のムッレ教室』新評論、
2007
xxvi これはスウェーデン人４-５人に１人の子どもがムッレ教室に参加していることを表している。
xxvii 森下英美子・中山智晴「幼児向け環境教育『森のムッレ教室』が参加者に与えた影響」文京
学院大学人間学紀要Vol.12、2010.12
xxviii ３つの約束：①木や草の根っこをとらない②森の中で大きな声を出さない③森の中に自然に
還らないゴミを捨てない
xxix p.18　前掲書
xxx 第64回日本保育学会大会企画シンポジウム：日本保育学会課題研究委員会による企画・調査「質
の高い遊びとは何か？―遊びの質を規定するための条件」岡健、阿部和子、中坪史典、山縣
文治、渡辺英則、松河秀哉
 報告記録：pp.51-60「保育学研究」第49巻第３号　2011年
xxxi p.53「保育学研究」第49巻第３号、2011年
xxxii p.54「保育学研究」第49巻第３号、2011年
